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5日　原油は続伸、OPECプラスの増産維持も需給逼迫続く

11時15分現在、ニューヨーク・マーカンタイル取引所(NYMEX)のWTI原油相場(11月限)は前日終

値と比べ20セント高の77.82ドル/バレル、インターコンチネンタル取引所(ICE)の北海ブレント原

油相場(12月限)は同32セント高の81.58ドル/バレルと、いずれも続伸している。

　石油輸出国機構(OPEC)と非加盟の主要産油国で構成する「OPECプラス」が4日に開いた会合

で、日量40万バレルの増産の方針が維持されることが決定したが、供給量が期待より増えず需給

の引き締まりが意識された。アジア時間5日午前の原油相場もこの流れを引き継ぎ、続伸してい

る。ニッセイ基礎研究所の上野剛志上席エコノミストは「米国でハリケーンによる被害から原油

の生産量減少や、LNG価格の高騰によってエネルギー需要が原油へシフトする動きがある。これ

を受け、市場では原油の需給タイト感が台頭したため、増産の拡大が期待されていた」と指摘し

た。

　日経平均株価は前日比816円12銭安の2万7,628円77銭で推移している。ドル円相場は1ドル＝

111.08円と、前日17時時点(111.17円)と比べドル安・円高に推移している。



引用記事 日経新聞 ロイター 化学工業日報 燃料油脂新聞

２０２1年　10　月　5　日　　担当　小松

欧州の大手石油商社、1年後の原油価格で見方分かれる

［ロンドン　４日　ロイター］ - 欧州の大手石油商社であるビトル、ガンバ―、トラフィギュラの幹部は

エネルギー関連イベントで、１年後の原油価格の見通しを示し、ビトルが弱気派、ガンバ―とトラフィ

ギュラが強気派に見方が分かれた。

北海ブレント原油先物は４日、１バレル＝８１ドルを突破し、３年ぶりの高値を記録。年初からは５０％

強値を上げている。

ビトルのラッセル・ハーディー最高経営責任者（ＣＥＯ）は「エナジー・インテリジェンス・フォーラ

ム」で、原油価格は１年後には７５ドル前後に軟化していると予想。インフレ懸念を理由に挙げた。

ガンバーのトルビョルン・トルンクビストＣＥＯは「今後１年の間にイランからの供給が見込まれるた

め、石油は８５ドル前後になるだろう」との見方を示した。

トラフィギュラの見通しは９０ドルと、３社の中で最も高かった。

３社は、石油・天然ガスの探鉱、開発、生産など上流事業への投資が向こう１０年間は利潤を生むと予

想。その後は石油需要が減少に転じるとした。

ビトルはプラスティックへの需要が２０３０年代に入ってからも伸び続け、ジェット燃料の需要は２０４

０年代に入っても伸びると予想。

天然ガス価格は、とりわけ欧州で年初から急騰している。低水準の在庫と供給量、ならびにアジアの堅調

な需要が背景にある。

ガンバーのトルンクビストＣＥＯによると、風力や水力発電のような再生可能なエネルギー源は、欧州で

のエネルギー不足を補えていないという。

ビトルのハーディーＣＥＯは「ガス相場は国内的に、そして一部の業界にとって手が届かない水準に達し

た」と分析。ただ、液化天然ガス（ＬＮＧ）価格は現在の１ＭＭＢＴＵ（１００万英熱量単位）当たり３

５ドルから来年は１５ドル前後に下落すると予想した。



　　担当 坂田　 

　

2021年10月6日

フェノール、10月分0.8%高　国内大口

合成樹脂などの原料となる基礎化学品フェノールの国内大口価格が上昇に転じた。三井化学などが決め

る10月分の国内価格は1キロ当たり313.4円で前月と比べて2.5円（0.8%）高い。値決めの指標となるベンゼ

ン価格の上昇を反映した
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